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2 章「CTG活動史」では、前期 ･中期 ･ 後期に分けてその活動や作品の展開を詳細に検討している。
前期1967年での「日本宣伝美術会」への応募や、『岩波講座 基礎工学』の表紙 CG作成が、海外の CGを
リサーチし、翌年の爆発的な作品発表への萌芽となったことを明らかにしている。
CTGの作品および方法論は1968年の国際的な初のコンピュータ ･ アート展である「Cybernetic 
Serendipity」でほぼ完成期を迎えた。CTGが開発した「モーフィング」アルゴリズム による 4 作品は
CTGの代表作となった。また、CTGの作品が当時のアート潮流から受けている影響も鋭く指摘している。
また、同年の東京画廊における「コンピュータ ･アート展“電子によるメディア変換”」では CG作品









ム上のバグが多く、内容不明な CGカットも複数残った。 3本のアニメーションを同時代の海外の CGア
ニメーションと比較 ･分析し、CTGがリアルタイム 3 DCGの挑戦を含む網羅的な実験を行ったパワーは
評価しつつ、従来のプロッタ出力を脱した CRT向きのアルゴリズムを創出すべきだったとの苦言を呈し
ている。











「CTGの研究」により、大泉氏は第 1世代のコンピュータ ･アートにおいてミッシング ･リンクとなる

















2013年 7 月 8 日（月） 学位審査申請
2013年 7 月10日（水） 論文受理、学位審査委員会設置
2013年 9 月10日（火） 第 1 回予備審査会（口頭発表、口頭試問）
 第 1 回審査員会
2013年10月31日（木） 第 2 回予備審査会（口頭発表、口頭試問）
 第 2 回審査員会
2013年11月28日（木） 公聴会（口頭発表、口頭試問）
 第 3 回審査員会
2013年12月11日（水） 審査結果報告、投票による合否判定
